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質問番号 ページ 項目 質問内容 回答

1 3
４．資料の配布

●対象案件：カメルーン「コメ振興プロジェクト」

カメルーン「コメ振興プロジェクト」の事業完了報告書、終了時評価時点
のPDM、および最終PDMをご提供いただけますでしょうか。なお、ダウ
ンロードした同事業の終了時評価報告書には、終了時評価時点のPDM
が含まれていないことを確認しております。

和文報告書の別添：”THE JOINT TERMINAL EVALUATION REPORT　ON　THE PROJECT FOR THE
DEVELOPMENT OF IRRIGATED AND RAINFED RICE CULTIVATION (PRODERIP) IN CAMEROON”を
追加で配布します。本資料は、英文版（PDM）を含みます。
配布を希望の場合には、評価部代表アドレス（jicaev@jica.go.jp)へ資料請求してください。

その他の資料は、契約締結後に提供します。

2 23

第3条（９）②（ア）ウ）

●対象案件：② カメルーン 熱帯雨林地域陸稲振興プロ
ジェクト、コメ振興プロジェクト（一体評価）

「業務従事者は現地調査補助員とともに踏査して情報収集をする。
1. 中央州：10 サイトのうち、ヤウンデの事業サイト MINADE、プロジェ
クト事務所、 IRAD （ Institute of Agricultural Research for
Development）、中央州 IRAD 種子生産圃場」
とありますが、「ヤウンデの事業サイトMINADE」とはどのサイトを指す
のでしょうか。

以下のとおり訂正します。

（訂正前）
ヤウンデの事業サイトMINADE

（訂正後）
ヤウンデの事業サイトMINADER

以上

調達管理番号・案件名

25a00143_全世界2025年度案件別外部事後評価パッケージⅢ-3（ケニア、カメルーン、ルワンダ、マラウイ）（一般競争入札（総合評価落札方式-ランプサム型））

詳細分析調査を実施しますので、以下のとおり訂正します。

（訂正前①） p26
(オ)誰一人取り残さない（Leave No One Behind：LNOB）の視点について：
本事業の最終受益者として広く中央州、南部州、東部州のコメ生産農家約10,000 世帯、及び UNVDA 管轄灌漑開発地
区のコメ生産農家約 13,000 世帯が想定されるが、その中でも特に女性については、事業効果から取り残されやすいと考
えられる。本事後評価で各評価項目を確認するにあたっては、事後評価レファレンス（別添 7）「LNOB の視点に立った事後
評価」も参照しながら、そうした取り残されやすい受益者へも公平に裨益したか、既存資料および評価 6 基準で実施する定
性的効果の調査（事業関係者や受益者へのインタビュー等）で確認できる範囲で検討すること。

（訂正後①）P26
上記に、以下を追加する。
「詳細は第４条(６)を参照のこと。」

------------------------------------------------------------------------------
（訂正前②）ｐ２６
（キ）詳細分析
本案件では、第 4 条（６）に実施方法を示す詳細分析を含めない。

（訂正後②）ｐ２６
（キ）詳細分析
本案件では、第 4 条（６）に実施方法を示す詳細分析を含めます。

------------------------------------------------------------------------------
（訂正前③）p33
第4条（６）詳細分析
本業務では、実施する案件はない。

（訂正後③）p33
第4条（６）詳細分析

（４）にて収集した情報に基づき評価判断を行うことを原則とするが、設定された指標の検証を行うために追加的な調査と
して以下の定性調査を行う。本定性調査を行う際は、それぞれの調査項目、調査対象者、調査対象地等、その実施方針を方
針案作成の段階で協議の上、発注者の承認を得る。調査対象の選定は、男女
比、年齢層が分散するように考慮して行う。

１） カメルーン「熱帯雨林地域陸稲振興プロジェクト」「コメ振興プロジェクト」（一体評価）※LNOBに係る定性調査

■調査範囲：両案件の対象地域より、「第3条（9）②（ア）調査対象範囲・実施機関　ウ）現地渡航及び安全配慮」で、踏査する
サイトのうち、以下のサイトから1サイトあたり最低 5世帯、合計15世帯程度を選定すること。
１）中央州：中央州 IRAD 種子生産圃場付近の農家圃場
2）東部州：バトゥーリの事業サイト MINADER 圃場
3）南部州：南部州エボロア、ングレマコンの事業サイトのエボロワ種子生産圃場

■調査内容：種子配布や研修の実施において、貧困農家及び女性の参画が得られ、平等に裨益するような計画が実施され、
実際に裨益したか確認する。なお、本業務においては、「第３条（５）ローカルリソースの利用」に含まれる業務を想定し、配置
は４日程度を想定する。

第4条（１５）

●対象案件：② カメルーン 熱帯雨林地域陸稲振興プロ
ジェクト、コメ振興プロジェクト（一体評価）

「カメルーン（技術協力）『熱帯雨林地域陸稲振興プロジェクト／コメ振興
プロジェクト（一体評価）』（第3条（9）の②（コ）参照）」と記載されていま
すが、当該（第3条（9）の②（コ））の内容が確認できません。定性調査は
実施しないという理解でよろしいでしょうか。

3 35


